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出，上顎形成不全， beak like nose, lowset ear, 
high palateも認めた．
入院後経過：入院同日，人工虹門造設，生後38日目
valvulusの為に再開腹術施行．生後46日目頃より高
度のhepatosplenomegary来たし生後54日目死亡．
尚P.V. G.で中程度の hydrocephalusを認めた．
2. 髄膜腫の201]
県立岐阜病院外科
O安藤隆，田中正雄，佐藤昭夫
本多雅昭須原邦和
髄膜腫lま病巣が重要な中枢にかかっていないと，か
なり大きくなる迄，無症状のまま経過したり，てんか
ん，精神病などと誤診されたりする．我々は最近，髄
膜腫で些細な神経所見のみを呈した2例を経験したの
で報告する． 1例は1年前に脳圧迫症状あったが，そ
の後軽快した為，肝キノウ障害兼髄膜炎後遺症として
内科に長期入院療養していたもので腫湯が大きいにも
かかわらず神経所見が乏しかった. 2例目は2年間続
く奇妙な発作症状のみで，精査の為の脳血管写で始め
て発見されたものである．以上2例を省みて些細な症
状，所見であっても積極的に脳血管写を施行すべきで
あることを痛感し改めて脳血管写の意義を再認識した
ものである．
3. 胸腔内神経鞘腫の1症例
県立下呂温泉病院外科
河合寿一．安藤喜公，加藤正夫
51才，主婦，約10年来保健所の集団検診で右肘j上野
